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子ども・子育てに関するアンケート調査
【集計結果速報値 】

（抜粋版）



調査結果の概要
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配布数 回収数 回収率

就学前児童調査 3,000 1,920 64.0％

小学校児童調査 1,300 799 61.5％

■調査の目的

本調査は、「四日市市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けた基礎資料とすること

を目的として、就学前児童（０～５歳児）及び小学校児童（１～６年生）の保護者の教育・

保育・子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するために実施

しました。

■回収状況

■調査の方法

①調査対象地域 四日市市全域

②調査対象者 対象年齢児童のいる保護者

③調査期間 平成25年11月～12月

④調査方法 郵送による配布・回収
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■注意事項

①集計は、すべてパーセントで示しましたが、小数点第２位で四捨五入しているため、

パーセントの合計が100.0％にならない場合もあります。

②複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択

肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため合計が100.0％

をこえる場合があります。

③グラフ及び表のＮ数（number of case）は、「無回答」や「不明」を除く有効回答数

（集計対象者総数）を表しております。

■調査の内容



１．フルタイムで

働いている
15.6

２．フルタイムで

働いているが、産休・

育休・介護休業中

である 8.9

３．パート・アルバイト

等で働いている
22.4

４．パート・アルバイト

等で働いているが、

産休・育休・介護

休業中である 1.7

５．以前は

働いていたが、

現在は働いていない
45.9

６．これまで働いた

ことがない 5.5

就学前／母親の就労状況

就学前児童の母親の就労状況（育休を含む）は、「フルタイム」が約25％、
「パート・アルバイト等」が約25％、「働いていない（無業）」が約50％であり、
働いていない人が半数を占める結果となっています。
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問８

母親の就労状況 （参考）父親の就労状況

就学前児童

（参考）前回（5年前）の「母親の就労状況」

１．フルタイムで働い

ている
98.8 

２．フルタイムで働い

ているが、育休・介護

休業中である
0.3 

３．パート・アルバイト

等で働いている
0.3 

５．以前は働いてい

たが、現在は働いて

いない
0.5 

６．これまで働いたこ

とがない
0.1 

就労している（フルタ

イム）
12.0 

就労している（育休・

介護休業中）
8.4 

就労している（パー

ト・アルバイト等）
15.0 

以前は就労していた

が、現在は就労して

いない
61.2 

これまでに就労した

ことがない
3.5 



就学前／母親の就労意向

就学前児童の母親の希望は、「パート・アルバイト等」から「フルタイム」へ
の転換希望が30％以上、「無業」の人で「働きたい」という希望が70％以上に上
り、多数の人がより一層の就労希望を持っています。
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問10・11

「フルタイム」への転換希望 「働きたい」という希望

１．フルタイムへの

転換希望があり、

実現できる見込みが

ある 8.4

２．フルタイムへの

転換希望はあるが、

実現できる見込みは

ない 28.2
３．今後も、パート・

アルバイト等で

働き続けたい
59.8

４．パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい
3.6 １．子育てや家事

などに専念したい

（働く予定はない）
23.3

２．１年より先、

一番下の子どもが

歳になったころに

働きたい
58.0

３．すぐにでも、

もしくは１年以内に

働きたい
18.7

（フルタイムへの転

換）希望があり予定

もある
8.4 

（フルタイムへの転

換）希望はあるが予

定はない
49.2 

（フルタイムへの転換

希望は）ない
42.5 

（参考）前回（5年前）

(就労したいと)思って
いない

14.9 

(就労したいと)思って
いる
63.4 

すぐにでも、もしくは１

年以内に就労したい
21.7 

（参考）前回（5年前）



就学前／教育・保育事業の利用状況

現在の「定期的な教育・保育事業」については、約６割の人が利用しており、
そのうち、幼稚園、保育園がともに50％弱で、ほぼ同率です。その他の事業につ
いては、いずれもわずかとなっています。
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問16、問16－①

教育・保育事業の利用状況

１．利用している
57.8

２．利用していない
42.2

47.5

46.4

2.7

2.5

1.4

0.2

0.0

0.0

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 

１．幼稚園

３．保育園

５．その他の保育施設

２．幼稚園の預かり保育

４．事業所内保育施設

８．ファミリー・サポート・センター

６．家庭的保育

７．居宅訪問型保育

９．その他

（参考）前回（5年前） （参考）前回（5年前）

利用している
39.4

利用していない
60.6

46.2 

44.8 

4.6 

4.6 

1.3 

0.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 

幼稚園

保育園

その他の保育施設

事業所内託児所

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター



就学前／教育・保育事業を利用していない理由

利用していない理由の多くは「子どもがまだ小さいため」であり、６割以上に
上りますが、10％未満ながら「経済的な理由で利用できない」や「定員に空きが
ない」などが見られます。
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問16－④

教育・保育事業を利用していない理由

61.8

33.3

8.2

7.8

5.8

2.2

2.2

1.9

0.2

11.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

９．子どもがまだ小さいため

１．特に利用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている

６．経済的な理由で利用できない

５．利用したい事業の定員に空きがない

４．利用したい事業が地域にない

８．質に不安がある

７．利用したい時間帯等の条件が合わない

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

10．その他



就学前／教育・保育事業の利用希望

今後の「定期的な教育・保育事業」の利用意向は、現在も利用が多い幼稚園が
55％、保育園が約50％と多い状況です。現在の利用状況に比べると、幼稚園の預
かり保育や認定こども園の利用意向が多いと言えます。
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問17

教育・保育事業の利用希望

55.0

50.6

19.6

13.8

5.9

5.5

4.0

2.7

2.1

1.3

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

１．幼稚園

３．保育園

２．幼稚園の預かり保育

５．認定こども園

６．事業所内保育施設

４．定員20人未満の小規模な保育施設

10．ファミリー・サポート・センター

７．その他の保育施設

９．居宅訪問型保育

８．家庭的保育

11．その他



就学前／病児・病後児保育に関する状況・希望

ふだんの「定期的な教育・保育事業」を休まなければならなかったことがある
人が８割弱を占めます。また、親が仕事を休んで対応した人のうち、３割弱の人
が病児・病後児保育を利用したいと回答しています。

8

問21、21－②

教育・保育事業を利用できなかったこと 病児・病後児保育の利用希望

１．あった
76.8

２．なかった
23.2

１．できれば病児・

病後児保育施設等を

利用したい
27.4

２．利用したいとは

思わない
72.6



就学前／一時預かりに関する状況・希望

一時預かり等の不定期の事業の利用状況は、約９割の人がいずれも利用してお
らず、不定期の事業の利用はわずかな状況です。一方、今後の利用については、
４割以上の人が利用を希望しています。
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問22、23

不定期に利用している事業 一時預かり等の利用希望

4.1

5.3

0.7

1.0

89.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

１．一時保育

２．幼稚園の預かり保育

３．ファミリー・サポート・センター

４．その他

５．利用していない

１．利用したい

45.8２．利用する

必要はない
54.2



就学前／子育て支援事業の利用状況

子育て支援センター等の事業については、約４割の人が利用している一方、利
用していない人の理由を見ると、必要性の低い人を除くと、「情報提供が不十
分」「利用方法がわからない」という人が比較的多くなっています。
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問26、26－①

子育て支援事業の利用状況 子育て支援センターを利用していない理由

18.9

26.1

3.8

2.0

2.2

63.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

１．子育て支援センター

２．幼稚園、保育園の

あそび会、あそぼう会

３．民生委員・児童委員、

主任児童委員など各地区で

実施する事業

４．ＮＰＯ等の市民活動団体が
実施する事業

５．その他

６．１～５の事業を利用していない

25.7

21.3

14.8

11.9

9.6

8.6

8.5

7.4

6.0

21.0

12.0

0.0 10.0 20.0 30.0 

９．教育・保育の事業を利用しているから

８．利用する必要がないから

２．子育て支援センターに関する

情報提供が不十分だから

６．利用方法がわからないから

１．子育て支援センターを知らないから

４．希望する開催時間があわないから

５．希望する曜日があわないから

３．場所が悪く利用しづらいから

７．自分が利用できるのかどうか

わからないから

10．特に理由はない

11．その他

利
用
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て



小学生／母親の就労状況

小学生の母親の就労状況（育休を含む）は、「フルタイム」が約20％、「パー
ト・アルバイト等」が約50％、「無業」が約30％であり、就学前と比べると、無
業が少なく、パート・アルバイト等で働く人が多いという状況です。
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問８

母親の就労状況

小学校児童

１．フルタイムで

働いている
19.8

２．フルタイムで

働いているが、産休・

育休・介護休業中

である
0.4

３．パート・アルバイト

等で働いている
49.0

４．パート・アルバイト

等で働いているが、

産休・育休・介護休

業中である
0.6

５．以前は働いて

いたが、現在は

働いていない
24.3

６．これまで働いた

ことがない
5.9

（参考）父親の就労状況

（参考）前回（5年前）の「母親の就労状況」

１．フルタイムで

働いている
98.9

３．パート・アルバイト

等で働いている
0.7

５．以前は働いて

いたが、現在は

働いていない
0.4

就労している（フルタ

イム）
21.0 

就労している（育休・

介護休業中）
0.6 

就労している（パー

ト・アルバイト等）
43.4 

以前は就労していた

が、現在は就労して

いない
29.1 

これまでに就労した

ことがない
5.8 



小学生／母親の就労意向

小学生の母親の希望は、「パート・アルバイト等」から「フルタイム」への転
換希望が３割強、「無業」の人で「働きたい」という希望が７割弱であり、就学
前よりも若干少ないものの、多数の人がより一層の就労希望を持っています。
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問10・11

「フルタイム」への転換希望 「働きたい」という希望

（参考）前回（5年前） （参考）前回（5年前）

１．フルタイムへの

転換希望があり、

実現できる見込みが

ある
4.2

２．フルタイムへの

転換希望はあるが、

実現できる見込みは

ない
28.0

３．今後も、パート・

アルバイト等で

働き続けたい
63.6

４．パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい
4.2

１．子育てや

家事などに専念した

い（働く予定はない）
32.6

２．１年より先、

一番下の子どもが

歳になったころに

働きたい
37.5

３．すぐにでも、

もしくは１年以内に

働きたい
29.9

（フルタイムへの転

換）希望があり予定

もある
1.6 

（フルタイムへの転

換）希望はあるが予

定はない
44.1 

（フルタイムへの転換

希望は）ない
54.3 

(就労したいと)思って
いない

22.8 

(就労したいと)思って
いる
45.3 

すぐにでも、もしくは１

年以内に就労したい
31.9 



小学生／放課後児童クラブの利用状況

小学生の放課後の過ごし方は、多くの子どもが「自宅」のほか「習い事」にか
よっている一方、平日の放課後に「放課後児童クラブ（学童保育所）」を利用し
ている子どもは１割未満となっています。
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問16・17

放課後の過ごし方 放課後児童クラブの利用状況

83.0

65.6

30.1

26.4

9.6

7.2

2.5

0.0

1.4

0.0 50.0 100.0 

１．自宅

４．習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など)

３．友人・知人宅

８．公園や校庭など

２．祖父母宅

６．放課後児童クラブ（学童保育所）

５．児童館

７．ファミリー・サポート・センター

９．その他

（参考）前回（5年前）

１．利用していない
91.8

２．利用している
8.2

利用していない
91.6

利用している
8.4



小学生／放課後児童クラブの利用希望

今後の平日の放課後の「放課後児童クラブ（学童保育所）」の利用については、
現状より5％ほど多い約13％が利用意向を持っています。利用したい学年につい
ては、６年生まで利用したい人が約６割に上ります。
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問20

放課後児童クラブの利用希望 利用を希望する学年（○年まで）

１．利用する

必要はない
86.7

２．利用したい
13.3

0.0

3.1

13.3

16.3

8.2

59.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

1年

2年

3年

4年

5年

6年



共通／市に期待する施策

市に期待する施策としては、就学前、小学生とも、「経済的援助」が６割以上
に上り、「仕事と家庭の両立」も４割弱となっています。その他、就学前では
「保育事業」が、小学生では「見守り」が求められています。
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就学前問30・小学生問28

市に期待する施策（就学前・上位）

共通

（参考）前回（5年前）

65.6

38.8

31.9

28.1

27.0

24.4

21.4

20.5

17.3

12.3

12.2

12.1

11.7

0.0 50.0 100.0

14．子育てにかかる経済的援助

13．仕事と家庭との両立の推進

２．延長保育の充実

７．学童保育所の充実

１．一時保育の充実

19．地域における子どもの見守り

６．病児・病後児保育室の充実

３．休日保育の充実

12．子育てに関する情報提供の充実

11．子どもの発達に関する相談や支援

８．児童館の充実

５．子育て支援センターの充実

17．地域における子育て支援サービスの充実

52.3 

49.7 

32.0 

29.3 

23.9 

22.3 

22.1 

20.5 

15.3 

13.3 

11.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 

子育て中の税金などの減免手当

子どもの医療費補助

子どもの安全確保対策

仕事と家庭との両立の推進

中の世帯が住みやすい住環境整備

おける子育て支援サービスの充実

一時保育の実施園を増やす

延長保育の実施園を増やす

病児保育室を増やす

休日保育の実施園を増やす

子育て支援センターを増やす



市に期待する施策（小学生・上位）
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（参考）前回（5年前）

66.0 

37.6 

36.8 

18.5 

17.1 

15.9 

15.5 

15.1 

14.5 

14.3 

12.9 

10.9 

0.0 50.0 100.0 

14．子育てにかかる経済的援助

13．仕事と家庭との両立の推進

19．地域における子どもの見守り

７．学童保育所の充実

６．病児・病後児保育室の充実

１．一時保育の充実

11．子どもの発達に関する相談や支援

12．子育てに関する情報提供の充実

17．地域における子育て支援サービスの充実

８．児童館の充実

２．延長保育の充実

３．休日保育の充実

61.8 

45.4 

41.9 

28.3 

24.1 

18.4 

16.9 

15.5 

14.1 

12.3 

11.9 

0.0 50.0 100.0 

子どもの医療費補助

子育て中の税金などの減免手当

子どもの安全確保対策

仕事と家庭との両立の推進

子育て中の世帯が住みやすい住環境整備

地域における子育て支援サービスの充実

一時保育の実施園を増やす

延長保育の実施園を増やす

病児保育室を増やす

次世代の親の育成

休日保育の実施園を増やす



共通／子育ての環境や支援への満足度

四日市市における子育ての環境や支援への満足度については、「２点」～「３
点」が多く、平均点も就学前が2.63点、小学生が2.55点という結果でした。
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就学前問33・小学生問30

満足度（就学前） 満足度（小学生）

満足度が高い

満足度が低い
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